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Ⅰ 三番瀬自然環境合同調査の概要、結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 目的 

  県民、ＮＰＯ等が中心となって、指導者のもと「三番瀬自然環境モニタリ

ングマニュアル」を活用しながら、三番瀬の自然環境についての調査（試料

の採取、同定、結果の取りまとめ、考察、報告書の作成など）を行うことに

より、参加者の三番瀬に対する理解を深めるとともに、モニタリングについ

ての知識、技術等を習得していただき、そこから広く市民・ＮＰＯにモニタ

リングへの参加の幅を広げていくことを目的としています。 
 
 

２ 現地調査 

（１）調査地点 
浦安市日の出地先の海域で、北緯３５°３８′２６．８″東経１３９°

５６′２０．３″付近を基準点とする１０地点で調査を実施しました。

（図１、図２）このエリアは、大潮時に広く干出する場所です。 
 
（２）調査日 

平成２２年６月１２日（土）と平成２２年８月８日（日）に実施しまし 
た。 

 
（３）調査方法 

調査は、指導者の指導のもと、県と参加者が協働して行いました。 
まず、調査地点の緯度・経度、天候、水温、酸化還元電位、底質などに 

ついて、測定を行ったうえで、地点ごとに「たて２０ｃｍ×よこ２０ｃｍ×

深さ２０ｃｍ」の採泥を行い、ふるいにかけ、残った生物を採取し、同日に

ソーティング、同定を行いました。 
また、ソーティング・同定については、浦安市郷土博物館の島村氏、 

千葉県立保健医療大学の桝本氏、東邦大学の多留氏、千葉工業大学の村上 

氏、千葉県環境研究センターの小倉氏、千葉県生物多様性センターの熊谷氏、

柳氏の指導・助言のもと参加者が行いました。 
 ※ソーティング：試料の中から動物だけを選り分ける作業 
 ※同定：種名を特定する作業 
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３ 勉強会等 

  参加者が調査方法や三番瀬の生き物について学ぶとともに、調査結果の考

察などを行うため、事前勉強会、考察会、勉強会（発表会）を開催しました。 
 
（１）事前勉強会（平成２２年５月２９日（土）環境研究センター会議室） 

事前勉強会では、「現地調査方法について」、「ソーティング・同定体験」 
などを実施しました。 
 また、千葉県立保健医療大学の桝本氏から「三番瀬の生物」について、 
講演をいただきました。 

 
（２）考察会（平成２２年９月２６日（日）浦安市郷土博物館） 

考察会では、６月１２日（土）と８月８日（日）に実施した現地調査の 
結果について、各班に分かれて指導者から指導を受けながら考察を行いま 
した。 

 
（３）勉強会（発表会）（平成２２年１２月５日（日）環境研究センター会議室） 

勉強会（発表会）では、各班の考察結果について、発表を行いました。 
 
 

４ 調査結果 

  酸化還元電位等調査地点の状況は、５ページと６ページの表１－１、   

表１－２のとおりです。 
  採取した底生生物の個体数、湿重量は７ページと８ページの表２－１、表

２－２のとおりです。 
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